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2025 年の始まりにあたり、

皆様のご健勝と幸せを心よ

り願っております。 
世界経済は依然として不

安定な状態が続いており、特

にアメリカの政策変動や中

国経済の停滞が懸念されて

おります。また、地政学的リ

スクも高まりつつあり、国際的な情勢が我々にと

っても大きな影響を与えることは避けられませ

ん。 
また、国立大学の経営状況も依然として厳しい

中で、私たちはより一層の努力が求められます。

教育と研究の質を維持しつつ、有限な予算の中で

効果的な資源配分を行い、持続可能な運営を実現

するための創意工夫が必要です。大学執行部も全

力を尽くしていることかと思いますが、我々職員

組合も、より良い大学づくり・職場づくりに向け

て全力を尽くしたいところです。本年も引き続き

皆様のご支援とご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

・・・というのが、AI（Copilot）が提案してき

た新年の挨拶文（多少加筆修正）です。 
トランプ政権は AI 開発に巨額の投資をするよ

うです。AI の社会実装は当初の想定よりも遅れ気

味のようですが、どこかのタイミングで AI が社

会・経済インフラに一気に浸透するようになるの

だろうと想像されます。もしかすると最適な労働

管理（タスク管理）や職場環境のデザインは人の

思考と手に依らず、AI がやってくれるようになる

のかもしれません。その時、職員組合の役割と仕

事とは何でしょうか？ 
AI が最適解を導き出せるかもしれないと想像

すると、逆に、人の思考と手に依ると最適でない

ことになるのはなぜか？という疑問が湧いてき

ます。岡山大学には「この大学をおかしなことに

してやろう」という悪人はいないでしょう。すべ

ての教職員が良かれと思って色んな仕事をして

いるはずです。そうなのに AI ほどの最適解が導

き出せないとしたら、問題は教職員間のコミュニ

ケーションや連携、つまり共創の仕方にありそう

です。 
「あの部署の仕事はうちの部署の仕事と無関

係だから」という縦割りと無関心、「あの人の考え

方はわたしと合わないから」というネガティブな

人間関係、「あの人は好き、あの人は嫌い」という

感情ベースドな仕事。人間らしいと言えばそれま

でですが、岡山大学をより良くしていこう！とい

う思いとそのゴールイメージを強固に共有し、必

ずそこに向かうんだ！という使命感や情熱を持

ち続けていれば、私たちは AI と同等の解を導き

出せるはずです。少なくとも、AI に意思決定して

もらえるようになるまでの間に、人間らしく仲間

とポジティブに働く構えは備えておきたいと思

います。 
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2024 年 8 月 27 日午前 11 時から 1 時間あまり、那須学長と岡山大学職員組合 2024 年度役員との懇

談会を行いました。大学側からは那須学長、三村企画・評価・総務担当理事、高橋総務・企画部長、組

合側からは荻野副委員長、五十嵐副委員長、味野副委員長、上森副委員長、藤原書記長の５名が出席し

ました。場所は、本部棟 6 階の第二会議室で行いました。 

 

はじめに出席者の自己紹介があり、つぎに組合

からあらかじめ提示した懇談したい５項目につ

いて学長の考えをお聞きしました。 

1 総合技術部について 

2 ハラスメント対応について 

3 複線型人事制度について 

4 研究時間の確保について 

5 人員確保について 

6 共創について 

以下、それぞれについて報告します。 

1 総合技術部について 

（組合）総合技術部が発足して 1 年が経過しまし

た。総合技術部について学長の今の考えと今後の

展望についてお聞かせください。 

（学長）まず順調に発足したと考えています。総

合技術部の方々は今までバラバラに各部局等に

所属して、同じ技術職員でもお互いを知らない、

何をやっているかも知らない、キャリアパスがな

い、もっと頑張りたいと思っても頑張れないとい

う状況がありました。私が研究担当理事になった

とき、技術職員の方がやりがいとやる気を持って

仕事に打ち込める職場環境を整備したいと思っ

てワーキンググループを立ち上げました。今よう

やく総合技術部が発足して、部長のもとで皆さん

が方向性を持ってやってくださっています。その

中で、東工大（現：東京科学大学）のＴＣカレッ

ジに行って更なる勉強をしている方がおられ、ま

た大学院修学支援制度によって２人の総合技術

部職員が大学院修学支援認定されました。職場か

ら経費と業務のサポートを受け、職専免として行

っていただきます。私としては、総合技術部職員

約 80 名がやりがいを持って仕事に向かっていた

だきたい。 

2024/8/27 学長との懇談会報告 
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ただ、皆さんにアンケートを取ると、いくつか

不安もあるようですが、それは前向きな不安だと

思っています。例えば、誰かが仕事を抜けて大学

院やＴＣカレッジへ行ったら、その穴埋めは誰が

できるのかというご不安がありますが、それは今

が過渡期だからだと思っています。総合技術部長

は、「一つの業務を一人でやっていて、その人が抜

けたら全然できなくなるというのではなく、チー

ム制でやっていく。教育研究系技術職員のスキル

をきっちり登録して管理していく。だから、たと

え一人が抜けたとしても、他の人がサポートする、

そういう仕組みを作っていきたい。」とおっしゃ

っていましたので、全然心配していません。私と

しても、しっかり支援していきたいと思っていま

す。 
本学の取り組みは、技術職員の職場環境改善に

役立っています。それは大学の研究力の強化、そ

して総合技術部職員の技術力がアップすること

で、研究者の研究時間の確保につながっていきま

す。技術職員のアンケート回答に、「論文に謝辞を

入れてもらえない」とか「名前をオーサーとして

入れてもらえない」とかがある。私はそれを変え

ていきたい。その研究に貢献した者は名前をちゃ

んとクレジットとして入れる。今年の 1 月に「研

究ポリシー」を出した時に、研究者と事務職員、

技術職員は対等である、イコールパートナーシッ

プである、と言いました。これは大学の職場にお

ける根幹です。明治時代からの「教授にお仕えす

る」という考え、研究者も日曜日に「これやって

よ」って書いてくるようなことが、かつてはあっ

たように聞いていますが、そういうのがない風土

に変えていきたい。総合技術部の整備を端緒とし

て、大学全体を働きやすい環境にしていく、それ

がハラスメントも抑止し、心理的安全性を確保し

ていくと私は思っています。 
（組合）技術職員同士あまり付き合いがありませ

んでしたが、話すことができるようになった点は

よかったと思います。しかし技術職員の人数自体

は変わっていません。今後の補強の展望はありま

すか。 

（学長）補強がないとは言っていません。あらゆ

る可能性を消すつもりはありません。人材がきち

っと効率よく機能しているのかどうか、まずそれ

が先で、そこから考えるべきだと思います。今の

メンバーで最適かどうかを見る。余剰ならどこへ

傾注すべきか。高度な機器が今どんどん入ってき

ていますから。総合技術部のその整備と機器共用

は一体ですから、機器の共用を進めていくことで、

外部収入を得る。要は高度化してほしいというこ

とです。 

2 ハラスメント対応について 

（組合）新体制になって、大学のハラスメント対

応に変化を感じています。組合への相談数が減っ

ています。どのような点に力を入れているのか、

今後どのような対応していくのかについて教え

てください。 

（学長）ハラスメント対応は、私はものすごく心

と頭を痛めています。ある部局でハラスメントが

あったとき私は、「ハラスメントは根絶する」「放

置はしない」「膿は徹底的に出す」「皆さんを守り

ます」というトップメッセージを出しました。あ

れは私の偽らざるもので、自分もそういう境遇に

いたことが長年あったので、本当にハラスメント

はなくしたいと心の底から思っています。 

私の実感としては、ハラスメントは減っていな

い、増えていると思っています。ハラスメント相

談室とか組合に相談に行くということは、よっぽ

どじゃないと行かないから、その水面下で、もの

すごくあると思っています。私は今の立場として、

「減ったからよかった」、「自分はよくやったな」

とは全く思っていません。ものすごい水面下でう

ごめいていると思います。 

 

やはりそれを放置しないということは、自分が

学長になってみて、トップとして毅然たる対応を

取ること。トップの軸がずれていたら、いけませ

ん。いろんな対策を取りたいと思っています。単

なる研修から、一人一人への働きかけ、職場の上

長がどういう風に対応しているのかとか、様々な

アプローチがあります。これらは過去にも行われ

ているはずですが、ハラスメントは全然減ってい

ない。自分の任期中にできるだろうか、と思って

います。全学的な研修とか e ラーニングとか、も

ちろんやっていきますけど、私としては言い続け

るしかないと思っています。「放置したらいかん」

と。いろんなアプローチで潰していきたいと思っ

ています。それは決して生易しいことではなく、

場合によっては裁判になることもあるでしょう。

それでもやっぱりいけないものはいけない。理不

尽な扱いがあるはずなのに、それをやっている人
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は理不尽だと気がついていない。だから、「気づき」

から始め、いろんなアプローチをやることで、職

員の皆さんが自分の職場に対する思いとか、仕事

を一生懸命やろうというエンゲージメントが向

上するだろうと思います。エンゲージメントを高

める、心理的安全性を高める、そしてハラスメン

トが減っていく。そういうことは「不易流行」の

「不易」の部分だと思っていますので、私として

は優先順位が極めて高い。むしろこれは組合の

方々と一緒になって、そういうキャンペーンなど

をしっかりやっていきたいと思っておりますが、

いかがでしょうか。 
（組合）ぜひやっていきたいと思います。事ある

ごとに学長からのメッセージに、「ハラスメント

を容認しない」とか、「絶対許さない」とかいう言

葉があるのは、いろんな人に届いていると思いま

す。今までなかったことです。もしパワハラの被

害を受けて悩んでいる人が、それを見たら、とて

も心強い言葉だろうと思います。今まで泣き寝入

りしていた、言っても何も変わらんと諦めていた

人たちが、「もしかしたら今度の学長は違うかも

しれん」と、ちょっと希望が持てるような雰囲気

は出てるような気がしています。 

（学長）ありがとうございます。パワハラをして

いる人は、している自覚がないんですよ。セクハ

ラも基本的に同じ。だから、私は両者へのアプロ

ーチが必要と思っています。それも感じ方がみん

な違うので、すごく気を遣いながらやります。今

回、一連のハラスメント事案を、三村理事が先頭

に立って対応してくださったのも、「皆さんを守

る」という観点です。大学執行部のやることを皆

見ている。息を潜めて「うやむやにするんじゃな

いか」とか「組織防衛のために、なかったことに

するんじゃないか」と、見ているんですよ。僕は

いつもサイレント・マジョリティーっていうこと

を大事にしています。声の大きい人はいいけれど、

サイレント・マジョリティーがどう考えているか

ということが、すごく大事だと思います。私もず

っとサイレント・マジョリティーの立場にありま

したから。今回の事案は、物事を決める手順の中

で、どこに目が向いているかということを考えて

やりました。私の思いは、やっぱり職員に目が向

いている。私の対応を見ていただいたらわかるよ

うに、私は職員がマスコミの発表で事案を知ると

いうのは絶対に避けたい。だから、今回の事案に

ついて、懲戒事案が決定したら、まずそこの職場

の人たちに一番にお伝えして、その次に構成員で

す。記者発表の直前にホームページに出して皆さ

んにお伝えする。報道とか SNS で騒がれること

の対策を重視して、その構成員は置き去りになる

ことがあります。それはもう今後絶対ない。そう

いうポリシーで、「不易流行」の「不易」の部分で、

ステークホルダーは誰だということです。 
そういうことで、私はハラスメントを楽観視は

していません。相当あると思っています。ですか

ら、逆に色々提案をいただきたい。 
（組合）組合としても、今後もセーフティネット

の一つとしてやっていくつもりです。 

3 複線型人事制度について 

（組合）岡山大学の新しい戦略の中に、複線型人

事制度があり、職種間での異動を可能にしていま

す。しかし組合としては、職種を超えて異動した

場合は待遇を同じにするのは難しいのではない

か、とその処遇などが気になります。 

（学長）これは J-PEAKS 申請の時に提案した内

容です。最初に入職した時に自分がやりたいと思

っていたことが、何年も経ったら変わっていくの

に、「あなたはこの職種だから変われません」とさ

れる状況があるというのは、どうなんだというこ

とが根底にあります。ですから、これは決して執

行部が人を自由自在に動かすためのツールでは

なくて、それぞれの方がそれぞれの適性に合った

仕事をやってもらいたいという思いから起きて

います。これも「不易」ですね。私はいろんなと

ころで「ワクワクドキドキ」と常に言っています

けど、そういう風に自分の適性にあった、自分の

やりたいことが出てきた時に、職務内容は変える

余地があるという、そういうことを作っておきた

い。ただし、これを作る時、私が言ったのは、「こ

れはあくまでも本人の同意だ」と「本人の希望ベ

ースだ」ということです。そのことによって基本

的に給与面での不利益があってはいけない。もし

かしたら多少給与面で下がるかもしれないけど、

それはあくまでもその本人に意に反してやるこ

とはない。今、人事課が一生懸命やってくれてい

るのは、職種が変わった時、俸給表が対応してい

ないので、それを対応できるように、取り組みを

やってもらっています。私としては、複線型人事

で変わる人はそんなに多くないと思っています。

一番の想定は、研究職をやりながら、自分はむし

ろ研究よりは技術職とか事務職的なマネージメ

ントに行きたいというような人が出てきた時に、

行けるようにしたいということですね。また、事

務職で入った人でも、勉強して教員になっていけ

る余地があるとかですね。それから、これは総合

技術部も職階を作っていますけど、そういった

方々が高じて研究職にいくとか、URA になると

か、そういったことがスムーズにできる制度設計

をしたいと考えています。だから、基本的にそれ
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によって不利益があるという想定はしていませ

ん。例えば、執行部が、この人はこれに向いてな

いからあっちに行かせろとか、そういう恣意的な

配置転換を認めることは考えていません。 
（組合）多様なキャリアパスがあるのはありがた

いですね。 

（学長）そうです。「多様なキャリアパス」、一言

で言えばそういうことだと思います。学生さんを

見てきて、いろんな職場に入職して、一生その同

じ職種でやれるなんていうことはないんですよ。

「不易流行」の「流行」の部分です。ここへ行き

たいとか、ベンチャーしたいとかがある程度自由

にできるような制度にしていきたいと思ってい

ます。 
（組合）ぜひお願いします。 

4 研究時間の確保について 

（組合）研究時間の確保と他の業務とのバランス

の取り方についてお伺いします。日本の多くの大

学で、教員の研究時間が十分に取れないと言われ

ています。大学教員の業務内容は授業、会議、雑

務など多岐にわたり、研究時間を圧迫しています。

また、今年の 4 月に裁量労働制度の改正がありま

した。それに伴って、裁量労働や科研費の資格要

件などの観点から、労働者としての大学教員の働

き方が改めて見直されています。研究時間の確保

と他の業務とのバランスのとり方、裁量労働につ

いて学長のお考えをお聞かせください。 

 

（学長）教員の研究時間の確保はずっと課題です。

J-PEAKS の採択大学においても、今後研究時間

が増えるということが一つの重要な指標で、おそ

らく文部科学省人材政策課が早期調査に入って

きます。そのために職員も高度化し、研究は研究

者だけがするのではなくて、事務方、技術職員が

一体となって研究をやっていくという考えです。

一番いい例が、今まで何でもかんでも教員にさせ

ていたグラントの申請です。できる先生がこれを

やっているのです。僕もいっぱいさせられました。

自分の科研でない申請です。上司から「これやれ」

とか。だけど、その時にやっぱり研究者だけがそ

れを背負うのではなくて、URA や事務方や皆が

一体となってそういう申請書を書く。科研もそう

です。それをやっていくことで、事務職員もしっ

かり申請書が書けるように鍛えていけば、私は十

分対応可能だと思います。 
今、諸会議は、必ずと言っていいほど、「じゃあ

各部局から人を出してください」と、機械的に選

出しています。各部局からは、「はい、この委員が

出ます」、「去年はこの人だったから、次、あなた」

と、順繰り出すじゃないですか。それで、集まっ

て会議を年に 1、2 回やりました。なんだか会議

のための会議です。研究系はもうそれを止めよう

としています。事務方や URA で回せるものは、

やめてしまう。捨てられるものを捨てていく。無

駄ではないけれど、今までずっと研究者には必ず

出てきてもらう会議というのがあったけれど、そ

れを見直しています。 
もう一つ、マネージメント業務（部局長、副部

局長）は、みんな嫌がるけど、本当にそれって嫌

な仕事なのか。決してそうじゃない。いろんなマ

ネージメントも研究者にとっては重要な仕事だ

と思っているので、ある程度セレクトして、同じ

研究者の中で複線型人事をやる。これは比較的や

りやすい。研究に専念する人、レポートに専念す

る人、マネージメントにエフォートをかける、教

育にエフォートをかける人。今の教員活動評価制

度がどちらかというと研究に偏っているので、そ

れを変えていきたいということです。実際こうい

うことを言うと、「自分はマネージメントをやり

たい」という方が部局からも上がってきています。

部局長から「こういう人がいます」とか「ぜひそ

うさせてくれ」とか。多様な働き方で、みんなが

お互いに分担する。研究を分担する人、マネージ

メントを分担する人、理想論ではあるけど、そう

いうことができて、それがちゃんと評価されると

いうことに変えようとしています。今の教員活動

評価でも、マネージメントとか社会貢献に重きが

置かれるように当然なってきていますけれど、も

う少し踏み込みたい。 
それから、J-PEAKS の中で「高等先鋭研究院

先鋭研究群」という、本当に世界のトップレベル

の研究をやっているグループを作ってノーベル

賞を狙いに行きたい。そういうグループの教員に

選ばれた人については、それ相応の条件がもちろ

んあるわけですけど、部局の業務負担を軽減する

というインセンティブを今回入れました。皆さん

のご理解を得ていくのは当然あります。今回、J-
PEAKS の仕組みのことで各教授会を回りました

が、やっぱり会議の負担とか、入試の負担、入試

問題を作ることの負担をおっしゃっていた。そう

いう事例も聞きながら、今、入試に関しては学部
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長とどうしたらいいか、いろんな仕組みをこれか

ら皆さんと考えていこうとしている。だけど、基

本的な考え方は、やっぱりみんなが仕事に打ち込

める環境を作るということで、多様性を尊重しな

がら作る。そのためだったら規則は変えていくと

いうことを考えております。 
（組合）大学の教員のほとんどは研究をしたいと

思います。教育やマネージメントに興味を持って、

そちらに進む人もいるかもしれませんが、大多数

はやっぱり研究をやりたい人が多い。それを「お

前もう研究はいいから、教育やれ」と言われると、

その人にとって不本意だと思いますが、どうです

か。 

（学長）それはしないつもりです。今おっしゃっ

た通りで、研究者コミュニティやアカデミアにお

いては、研究から教育に重きをおくようになった

ら、それは「研究者としての敗北だ」と一段下に

見られるそうです。だから、その風土を私は変え

たい。 
私は大きな条件を突きつけます。教育に行きた

いと言うのだったら、教育のプロになっていただ

きたい。研究したい、他の業務はもう免除する、

だったら一流の結果を出してください。そこは厳

しく評価・査定します。だから研究時間はあった

けれど全然成果は出ない、今までと変わっていな

いというのではいけません。やっぱりちゃんとし

た結果を出してほしい。研究に専念したい、教育

に専念したいというあなたの希望をインプット

して、ではアウトプット、アウトカムはどうです

か、と。そういう評価をきちんとしていきたい。 
教育に専念すると、もう研究を諦めて研究者と

しては終わりだというような心ない考え方があ

ります。だけど、本当に教育のプロ、いろんな評

価をやるプロ、マネージメントのプロになれば、

それはやりがいがあるもので、そこまでにいって

ほしい。そのためには、教育に専念するなら、テ

ィーチング・エクセレンス、教えるプロになって

ほしい。さらに、アメリカにあるような、教員に

教え方を教える教員というところまで行ってほ

しい。教育と言っても、研究を全然知らない人が

教育はできないので、そこが微妙なところですが、

研究が上で教育が下だという発想をなくすとい

うのが私のメッセージです。 
本当は、もうそうしたい人がいます。だけど、

やっぱりなんとなく研究は手放せない。でも、そ

の講座にいれば「科研費を取れ。教授は、科研 C
じゃなくて B だ」というプレッシャーがくるわけ

です。だから、そこから解放されて、ティーチン

グ・エクセレンスで教育系のグラントをしっかり

取りに行くとか、そういう方面に力を発揮してほ

しいのです。 
だから、研究ができる人が一番偉いわけじゃな

い。でも、そういう風潮がみんなに漂っている。

これは研究者のキャリアからいって、しょうがな

いですけど、実は大学はそうじゃないんですよ。

やっぱり学部学生とか大学院生を育てることの

重要性をもっと理解してほしいし、単なる専門教

育だけではない、コミュニケーション能力などの

トランスファラブル・スキルをしっかり教える教

員をつくっていきたい。本学にはあまりいないで

す。今、進行中で、そういった方に入ってきてい

ただいて、教育も重要なのだということを示した

いと思います。 
（組合）教員には、科目教育＋αで、学生の学習

環境を守る仕事（相談など）がある。学内にはし

っかりした相談窓口がありますけど、やはり最初

に相談しにくるのは、担任などの一般の教員のと

ころです。例えばハラスメント事案などは、突然

やってくる。学生にちゃんと対応をしたいとは思

いますが、時間がかかり、対応が負担になること

もある。そういった業務も評価できるような仕組

みがあればいいですね。 

（学長）僕は、各学部で、教員はゼミの関係を大

事にしてほしい、学生を大事にしてほしいという

思いがすごくあって、自分の子どもぐらいのつも

りで付き合ってくださいってしょっちゅう言っ

ています。正直、教員によっても温度差があって、

いろんな方もおられることはわかっています。だ

から、そういうことに長けた教員にコミットして

いただく、その時にしっかり手当とかも考えない

といけないかなと思っています。やっぱり実際の

現場では、ファーストタッチ、最初に学生がハラ

スメントの相談に来る、実はそこがものすごく大

事なんです。本学も過去よりはずいぶんよくなっ

ていますが、そこをしっかり整備したいというの

が今の執行部の思いです。そこでクシュンとなっ

て諦めて病んでいくのか、または、そこでしっか

り対応してもらって元気になるのか、そういうの

に長けた心理系の教員をこれから採用します。そ

ういうことを充実したいと思っています。 
（組合）でも悩んだ時には、いきなり知らない人

に相談には行かないですよね。仕事で知っている

とか、あの人は話を聞いてくれるとか、あの人は

以前ハラスメントされた経験しているとか、何か

がないとやっぱり行かないです。相談を受ける役

職とか部署ではなくて、そういう話ができる人が

あちこちに身近にいたら、相談してくれるんじゃ

ないかと思います。 

（学長）そうです。「ヒマげな風貌」というのが大

事なのです。先生方が忙しそうにしていると、な



２０２５年１月３１日 組合だより ２８５号（7） 

 

んとなく話にくい。僕自身ずっと気を付けて、あ

んまり忙しい忙しいとは言わないようにしてい

ます。「忙」しいという字は心が滅ぶと書きますか

ら、忙しそうにしてはいけない。だから「ヒマげ

な風貌」で「お節介症候群」と、順天堂大学の有

名な先生がおっしゃっていることですが、そうし

て話を聞いてもらえそうな雰囲気を作っていく。

「言うのは簡単だ」と言われますが、でも言わな

いとできません。この暑いのにこういう蝶ネクタ

イをしているのはそういう意味です。やっぱりブ

ランドで、今度また LINE スタンプの新しいもの

を作ります。そういうふうにして、職場で私をい

じっていただくとかですね、そういう雰囲気を出

していく。ハラスメントに関する e ラーニングは

最低限でやらないといけないけれど、正直、e ラ

ーニングをやったからといって、風土が変わると

思っていないですよ。でも、やらないといけない。

気づく人が出てくるかもしれないので。皆さんが

知識として分かっているということと、それが行

動に出るということは別問題です。e ラーニング

をして、冊子を読んでわかっていることと、それ

が行動に出るということとは違う。ハラスメント

はいけない、ということは皆わかっているんです

よ。だけど、それが行動に出るかどうかは違う。 
（組合）ありがとうございます。 

5 人員確保について 

（組合）教員ポストの補充に時間がかかり、人手

不足の状態が長期化するといったような話を聞

きます。岡山大学での人員確保の問題について、

お考えをお聞かせください。 

（学長）ポストの確保は、人事戦略・評価委員会

をやっています。これが始まった時には、年に数

回だけ、3 月退職に向けてやるという話でした。

それ聞いた時に「なぜ？」と愕然としました。そ

れで今はもう毎月のようにやっています。今年度

は 8 回目やっています。私の考えでは、人事は動

くもの、流動性があるものです。次は 3 月で、な

んて言っていられない。 
（組合）ある部署では 5 月に書類を出したはずで

すが、（8 月時点で）まだ何もありません。 

（学長）多分もう上がってくると思います。私は

とにかく迅速性が一番だと言っている。人事につ

いても、型通りにすると次の人を採るのに半年か

かっていた。医学部では小一年かかっていたんで

すよ。それじゃダメだ、やっぱり人事は戦略的に

やるべきです。教員ポストの補充は、「その人が辞

めたら、そこのポストは必ず埋められていく」と

いう固定概念がありますが、必ずしもそうではあ

りません。「不易流行」の「流行」の部分で、「こ

の部署は 5 年後、10 年後どうするのですか。どう

したいですか。5 年後の姿をちゃんと見せてくだ

さい。見せた上で、ここのポストはこうしますと

言ってほしい」ということ。「ここの人が急に辞め

たので、すぐ入れてください」とか、「定年になる

から当然補充ですよね」っていうことはダメです

よ。だから、戦略を、流行の部分を出して、じゃ

あそこはそのままいきましょう、となる。どうい

う風に全体を組んでいくかが出てこないところ

は突っ返しています。そして次の時に必ず「部局

長が来て説明してください」とか、担当理事のと

ころに「これを説明してください」と言っていま

す。戦略なき人事はダメだと言っていますから、

そういうやり取りはあると思います。必ず見てい

ます。そうしないと本当にこの大学は生き残って

いけないし、学生に選ばれる大学にならないとい

けないし、当然、就職先として教員に選ばれる大

学じゃないといけない。外から応募がない、「あそ

こ行ったらブラックだ」と言われているのでは困

る。事務職員にしても、県庁や市役所を蹴って岡

大に来てほしい。今まではそうじゃなかった。「岡

大に行ったら面白いことができる」ってなる、そ

ういうことをやっていきたい。 
今 J-PEAKS で 2050 年の長期ビジョンを出し

ています。2050 年に向けて、もう 26 年後ですけ

ども、そこに向けて皆どうするのですか、と。そ

の中で 10 年先はどうですか、5 年先はどうです

か、ということをしっかり皆考えて出してくださ

い。むやみに人件費を節約するために補充をしな

いという考え方はありません。むしろ、こういう

人が来てくれると大学の研究力が上がる、資金獲

得力が上がる、そういうエビデンスを出してくだ

さい。今は IR などの調査ツールでそういうこと

が全部出ます。例えば、この人がやめました、じ

ゃあこの人の後を補充します、でも補充したら研

究大学としてパフォーマンスは上がるのか下が

るのか。公募かけて、とりあえず来た人の中から

選ぼう、じゃないんですよ。ここにこの人が来た

ら、これだけ今まで以上に成果が出ます、という

ようなことが全部調べられます。今までは感覚で

やってきましたが、パフォーマンスが上がる人材

を選んでください。それから、もう一つ大事なの

が素行です。これはご本人が出してくる申請書で

は絶対にわかりません。いいことしか書いていま

せんから。勤務地の素行は調べたらすぐわかりま

す。そういったことで、人員を確保するというこ

とですけど、迅速性はあると思います。だけど、

今言ったように拙速ではいけない。業績、そこに

本当に必要な人材なのか、プラス素行です。本当

にそこが一番大事。お見合いと一緒です。 
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6 共創について 

（組合）昨年も大学と組合との共創関係について

お話をお伺いしましたが、1 年間の経過を踏まえ、

今後の展望についてお話しください。 

（学長）基本的に、職員組合としての方向性と、

私が思っている方向性はかなりベクトルが同じ

だと思っています。むしろ今まで組合との対立の

構図があっても、これは決して対立相手じゃない。

何で対立していたかと言うと、職員のあるべき姿

を、執行部がやっていなかったからだと思うんで

すよ。結構いろんな不当だなんていうことがある。

だけど、少なくとも私としては、働きやすい環境

を作ることが一番仕事の効率を上げる。上から言

われなくても仕事の効率があがる。自律性が、皆

が仕事をしてくれる組織をつくる。過去の歴史が

それを証明しています。言われてやるのと、自分

からしっかりやっていくのでは、組織が全然違う。

そういう組織にしていくためには皆さんと、どこ

が課題なのかとか、特に一番はハラスメントにつ

いては、しっかり情報共有、意見交換をしていき

たいと思っています。まずそこですね。 
そこが少しでも変わっていけば、仕事はやりや

すくなる。でもなかなかできない。しかもそれが

持続可能でなくてはいけない。いろいろな会社の

ことを僕も勉強していますけど、「人を大切にす

る経営学会」という、人を大切にする会社を表彰

している学会があって、僕もそこの会員です。そ

ういった学問もあるし、「ウェルビーイング」とい

う言葉をよく使っていますけど、職場でのウェル

ビーイングの追求は「不易」だと思っています。

自分の在任中に、もちろん J-PEAKS だ、研究業

績がどうだ、獲得資金がどうだ、ランクがどうだ

っていうことが「流行」としてありますが、「不易」

としては、職員のウェルビーイングの追求という

ことはやってあげたいと思います。 
（組合）三村理事は組合との共創についてどんな

考えをお持ちですか。 

（三村理事）学長がおっしゃったように、組合が

考えておられることは、私たちが考えているとこ

ろと一致しているところが多いです。そして、私

たちが感じ取ることができないような情報も、組

合では情報を得られることもあると思うので、ぜ

ひ教えていただきながら、より良くなるために進

めていけるかと思っております。 

（組合）ありがとうございます。先ほどおっしゃ

ったように、職員のウェルビーイングとか、働き

やすい職場とかをつくったら、自ら好んで楽しん

で仕事ができるようになる。そういうことがもし

部分的にでも実現したら、風通しも良くなって、

ハラスメント防止にもいい影響があるでしょう

ね。 

（学長）そうです。まあ、言うのは簡単なんです

けど、奥は深いっていうことを思っています。た

だやっぱり自分自身が鹿田地区で講座の教授を

やっていた頃からずっとそれは実践してきまし

た。実感していますので、やっぱりこれは組織が

大きくなってもやるべきだと思っています。そう

いう共創をしていきたい。 

（組合）ありがとうございました。 

（紙面の都合上、内容を編集しています。） 

 

１２月１７日（火）１８時から、中華ダイニング 餃子屋台 ホテルエクセル岡山店にお

いて、岡山大学職員組合主催のクリスマス会を開催しました。１６名の参加がありました。 

参加者は、美味しい中華料理に舌鼓を打ちながら、自己紹介や、各々の思い出に残るクリ

スマスの話を披露し合い、とても楽しい会となりました。 

  
初めて組合のクリスマス会に参加しました。職場では、同じ学部の先生方としか話をする機会はほ

とんどありませんが、組合のクリスマス会では、外国籍の先生方、在外研究や大学院で海外に滞在した

方が多く、海外のクリスマスの様子、趣味の話題等で盛り上がりました。中でもスキンケアの

話題について、男性の方が奥様へのクリスマスプレゼント候補の情報として、熱心に耳を傾け

てくださったことは、私にとって新しい発見でした。 
岡大の職員という、同じ背景を持つ仲間ですので、初めてでしたが気さくに話ができて、心がリフレ

ッシュできました。また、「海外のクリスマスを見たい」との新たな目標もできました。 
最後になりましたが、ご企画くださいました皆様にお礼申し上げます。（教育学域 青木多寿子） 

  

クリスマス会報告 



２０２５年１月３１日 組合だより ２８５号（9） 

 

楽しい仲間のふぁみりいコンサート vol.7 

～心にぐっとくる歌・唄・Song～ 

−Program− 

アメージング グレイス 

Believe 

にじ 

美しく青きドナウ etc. 

小さな空（合唱版） 

フニクリ・フニクラ  

Killing me softly with his song 

オンブラマイフ+ I could have danced all night 他 

出 演：岡山大学職員組合合唱団・ムジカニシムラ 

日 時：2025 年 3 月 9 日（日） 開場：15:00 開演：15:30 

場 所：岡山ルーテル教会 岡山市北区広瀬町 3－13 

入場無料 

※本チラシ右の整理券をお持ちください。1 枚で 2 名さま or 1 家族様ご入場いただけます。 

ご来場を心からお待ちしております！ 
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岡山大学職員組合合唱団 

楽しく歌おう、金曜日は合唱で!! 

組合合唱団は 2002 年、組合員相互の交流と

親睦を目的に設立され以来 20 年有余、コロナ

で一時休会した以外、メンバーの交代を伴いな

がらも歌い続けています。 

合唱指導は設立時から、加藤晴子さん（元岐

阜聖徳学園大学教授・名古屋二期会会員）にお

願いしています。楽しみながら誰でも歌えるよ

うになります。教育学部音楽専攻の学生 or 院生

による素敵なピアノ伴奏つき。参加資格は、岡

大関係者（教職員、OB）とその家族。親しみや

すい曲、季節の歌、挑戦したい曲などをハモっています。関心のある方は、是非 2025.3.のコンサートに

お越しください。 

歌った後はこころも体もリラックス。アイデアも湧き出ます。メンバーは現在 10 名ちょっと。もっ

と増えたらいいなと思っています。金曜日 18 時から月 3 回、練習会場は主に北公民館、会費は月 3000
円（家族割引あり）です。皆さまの参加をお待ちしています。 法学部 元教授 中富公一 

  

ムジカニシムラ 

私たちは、ボサノバ愛するメンバーによって、ボーカル、ピアノ、ギター、サックスというメンバー

構成でスタートしました。ムジカは、ポルトガル語でミュージックを意味します。 

現在は、音楽のジャンルを気にせず、クラシック、ジャズ、ボサノバ、ポップス等、あらゆる曲にチ

ャレンジしています。演奏形式も、コーラス、ソロ歌唱、器楽演奏など様々の形式を取り入れており、

日々、「美しい音楽」を求めて活動しています。 工学部 教授 西村伸一 

主 催：岡山大学職員組合合唱団 
お問い合わせ：岡山大学職員組合 

Tel/Fax：086-252-4148 
Mail：info@odunion.jp 
HP：https://odunion.jp 

2024.12. 合唱練習風景 
 

ムジカニシムラ・メンバー（練習時） 

 
2024.3. 楽しい仲間のふぁみりいコンサート 


